
2017年 5月 26日 千葉大学アカデミック・リンク・センター 

千葉大学アカデミック・リンク・セミナー/ALPSセミナー 

「グローバルな視点から見た日本のラーニングコモンズ」  

参加者アンケート集計結果 

当日参加者数： 46 名 アンケ－ト提出数：21件 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 千葉大学アカデミック・リンク・センターは、教育関係共同利用拠点として、「教育・学修支援専門職」の養成のために必要な研

修プログラムの構築・運営の準備に取り組んでいきます。今後の活動のために、本日のセミナーに参加されたご意見・ご感想をお

寄せください。なお、記載いただいたご意見・ご感想は、個人名・組織名が特定できないかたちで公開する場合があります。 

１．本日のセミナーで、よくわかったこと、新しい発見などがあればお書きください。 

 
２．本日のセミナーで、よくわからなかったこと、疑問に残ったことがあればお書きください。 

・ラーニングコモンズが、はっきりとしてきました。 
・固定PC撤去の動きが広がっているなど、新しい情報がいっぱい得られた。質疑応答もとても良かった。 
・ラーニングコモンズについて、なんとなく理解できていると思っていたことが、実例も見せていただきなが

ら説明していただいた事で、はっきりと理解できたと思います。 
・ラーニングコモンズの設置が世界的な動きだと知ることができました。 
・日本のLearning Commonsにプレゼンテーションスペースが多いことに驚きました。 
・自館の一番の欠点は築年が旧くコンセントの絶対数が不足していることだと発見した。 
・ラーニングコモンズの多様なことがわかって良かった。スペース席数が減らないこと、高低差ができること

が具体的で良かった。 
・ラーニングコモンズの設置基準について、一見斬新すぎるように見えても、その背後に意図があること。 
・Technical Assistance は、今後もますます重要となってくると思われるがそのための人件費が問題。 
・机、イス、デバイスなど利用者の動機や要求をよく考えて整えること、また、特に、スペースについてはか

なり自由な設定（ソファ、机、グループ席など）をした方が学生の選択が広がる。結果、利用が増えると思

いました。 
・LC のトレンドだけでなく、Criteria や 要素について事例とともに概説されていてありがたかった。改め

てLCとは何かを考える参考になった。 
・ラーニングコモンズの日本及び、世界のトレンドを知ることができてよかった。 
・ラーニングコモンズを図書館内に設置していますが、5年間経って見直しを考えなければいけない時期に新し

い視点を与えていただきました。取り入れられるもの、難しいものを選択していきたいと思います。 
・ラーニングコモンへ利用者が訪れれば、そこで何かアクションするという考えが素晴らしいと思いました。 
・世界のアクティブ・ラーニングについての取り組みがよくわかりました。 
・learning commons の設計に地域による違いがあること、設計する上で、多様性があることが重要なこと、

評価方法が開発されていること。 
・世界中のLearning Commons の状況について。その差があること。 

・スライドをすべて配っていただけると、周りの人にも見せる事ができると思います。 
・ラーニングコモンズでどんな教育や人材育成をしたいのか、世界の動向を知りたかったです。大学全体の教

育方針としてラーニングコモンズの活用が共有されているのでしょうか。 
・学内の調整など、誰が指揮して説得するかなど作り上げるためのプロセスの詳細。 

次ページに続く 



 
３．大学における教育・学修支援の在り方についてのお考え、教育・学修支援のために必要と思う資質・能力、

また、教育・学修支援のご所属先での取組事例やご存知の特徴ある事例などがあればお書きください。 

 
４．本日のセミナーの内容について等、その他、自由にご意見をお書きください。 

 
５．次の（１）、（２）について、該当するものに○をつけてください。 

 （１） a.千葉大学外の方 13名  b.千葉大学内の方 8名 

 （２） a.学生 1名  b .教員  8名 c .大学職員(図書館職員を除く) 5名  d.図書館職員 7名  

 

６．セミナーを何で知りましたか？ 

    a.Web(アカデミック・リンク・センター) 3名  b. Web（図書館）0名 c.Web（千葉大学）0名  

 d.図書館内電子掲示 0名 e.ポスター 2名  f.センターからのメール 11名  

 g. Facebook・Twitter 0名  h.その他  4名(asagaoメーリングリスト、上司から等） 

 回答なし 1名 

 

・学生、教員のニーズをしること。ニーズを考えた上でサービス提供を考えること。 

・金曜の開催は、他の仕事がなくて宜しいのですが、他の曜日でも開催されてはどうか。 
・興味深いセミナーをありがとうございました。 
・大変勉強になりました。 
・画像が多くわかりやすい講義でした。ありがとうございました。 
・TV電話システムの事例をとくに知りたい。 
・通訳の方がとても上手でした。 
・データベース、FLEXSpace、LSRS の使用は無料でしょうか？ 
・亥鼻地区の図書分館をラーニングコモンズにするのはいつ？ 
・様々な大学の事例を見ることで、LCの可能性がもっとあるのだと気づけました。 
・大学のLCをもっと自由度を増やして学生や教員の過ごしやすさを増やしたいと思います。 
・ぜひ継続して本テーマについてセミナーを開催していただければと思います。本日はありがとうございまし

た。 
・逐次通訳がとてもすばらしかったと思います。 
・本学では自分のPCを持ち込んで使うのであれば電源を自由に使ってもらっていますが、スマホ、iPhoneな
どの電源使用は禁止しています。海外の学生の利用についての様子がわかって大変勉強になりました。 

・現在図書館内のリノベーションを考えており、大変参考になりました。 

・教育のコンセプトを一致させるのが一番難しいと思いました。 
・特にありません。非常に興味深いセミナーでした。 
・静かな環境はもはや求められていないのか・・・？ 
・アジア諸国のラーニングコモンズについての調査も伺えればと思いました。 
・質問をさせていただいたので詳しくわかりました。 
・教授法、アクティブ・ラーニングとそのスペースの関連付けについて。 
・あるとすれば、英語がわからなくて、日本語を聞いても依然としてわからないことがあった。 
 

 



７．千葉大学 アカデミック・リンク・センターでは、セミナーの開催や関連する情報を提供しています。これ

らの情報を希望される方は、お名前・ご所属・メールアドレスをご記入ください。（既に登録されている方

は引き続きお届けしますので、空欄で結構です） 

 
 

お名前：（              ）   ご所属：（                    ） 

電子メールアドレス： □申込時に利用したもの □それ以外（                  ） 

ご協力ありがとうございました。 

※8名が新規に継続的な情報提供を希望 

 


